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大
崎
町
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
原
案
可
決
）

　

町
営
旭
ヶ
丘
住
宅
は
平
成
20
年
３
月
に

鹿
児
島
県
か
ら
無
償
譲
渡
さ
れ
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
で
、
昭
和
53
年
に
建

設
後
、
43
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
戸
数
12
戸
の
う
ち
現
在
２
世
帯
の
み

入
居
で
あ
り
、
普
通
財
産
貸
付
住
宅
に
変

更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
居
住
者
の
資
格
要

件
を
緩
和
し
、
活
用
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

今
後
、
入
居
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
修
繕
の
補
正
予
算
が
計
上
し
て

あ
る
が
、
入
居
者
の
確
保
は
で
き
る
の
か
。

　

修
繕
は
、

募
集
に
あ
わ

せ

て

行

い
、

資
格
要
件
を

緩
和
す
る
こ

と
で
入
居
は

見
込
め
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
」

対
象
１
件　

２
１
０
万
円

　
　

公
民
館
の
設
備
整
備
等
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

　

「
大
崎
町
畜
産
施
設
整
備
支
援
事
業
補
助
金
」

対
象
４
件　

３
２
０
万
円

　
　

畜
産
農
家
の
規
模
拡
大
に
伴
う
施
設
設
備
支
援
等
補
助
金
で
す
。

　

「
消
防
団
員
退
団
慰
労
金
補
助
金
」

対
象
７
件　

73
万
２
千
円

　
　

永
年
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
退
団
者
に
対
す
る
慰
労
金
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

　

「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援　

特
別
給
付
金
」　

対
象
２
０
６
件　

１
千
30
万
円

　
　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る

な
か
で
、
国
に
よ
る
対
策
の
一
環
と
し
て
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

　

対
象
児
童
一
人
当
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る
と
の
説
明
で

あ
っ
た
が
、
い
つ
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
が
対
象
か
。

　

基
本
的
に
４
月
の
児
童
手
当
の
支
給
対
象
者
で
あ
る
が
、
来

年
２
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
ま
で
が
支
給
対
象
に
な
り
ま

す
。

� �

� � � �

議案審議６月定例会

【旭ヶ丘住宅】

�� �� �� �� �� ��
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【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
】

　

任
期
満
了
に
伴
う
２
名
の
再
任
に
つ
い
て
承
認
し

ま
し
た
。　

　

氏
名　

今
宮　

信
雄　

氏
（
68
歳
）

　

住
所　

大
崎
町
持
留

　

氏
名　

濱
口　

博　

氏
（
73
歳
）

　

住
所　

大
崎
町
菱
田

　【
教
育
委
員
会
委
員
】

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。

　

氏
名　

小
野　

ま
ゆ
み　

氏
（
52
歳
）

　

住
所　

大
崎
町
仮
宿

�� �� �� �

事　　業　　名 金　額

新型コロナウイルス感染症対策事業（総務費） 1,079 万円

戸籍法の一部を改正する法律に向けた戸籍情報システム改修作業 149 万円

戸籍附票システム改修作業 493 万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業（衛生費） 3,869 万円

災害等廃棄物処理事業 221 万円

ポストコロナ農業生産体制革新プログラム事業 1,987 万円

新型コロナウイルス感染症対策事業（農林水産業費） 203 万円

農地耕作条件改善事業 1,281 万円

新型コロナウイルス感染症対策事業（商工費） 3,663 万円

新型コロナウイルス感染症対策事業（教育費） 933 万円

農林水産業施設災害復旧事業 14,765 万円

公共土木施設災害復旧事業 24,114 万円

※ 　繰越明許費とは、年度内に支出が終わらないと見込まれるものを、議会の議決を経て翌年度

に繰越して経費の支出ができることです。

�� �� �� �� �� �
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第
３
次
大
崎
町
総
合
計
画

　

第
３
次
大
崎
町
総
合
計
画
は
、
第
２
次

大
崎
町
総
合
計
画
の
期
間
終
了
に
伴
い
、

新
た
に
持
続
可
能
な
大
崎
町
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
、
基
本
構
想
、

基
本
計
画
等
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

目
標
年
で
あ
る
「
２
０
３
０

年
の
大
崎
町
の
姿
」
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、

令
和
３
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
の
９
年
間

の
基
本
構
想
期
間
と
、
前
半
４
年
間
を
前

期
計
画
期
間
と
し
、
後
半
５
年
間
を
後
期

計
画
と
す
る
も
の
で
す
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
こ
の
第
３
次
大
崎

町
総
合
計
画
を
実
効
性
あ
る
確
か
な
も
の

と
す
る
た
め
に
、
基
本
理
念
の
中
の
重
点

目
標
で
あ
る
「
し
ご
と
・
経
済
」
、
「
人
口

減
少
対
策
」
、
「
教
育
・
子
育
て
」
、
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
４
つ
の
分
野
の
取
り
組
む
べ

き
目
標
の
う
ち
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
１
万
人
確

保
は
、
各
担
当
課
と
の
横
の
連
携
を
強
化

し
、
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る

な
ど
実
施
体
制
を
整
え
て
、
目
標
達
成
に

向
け
取
組
む
よ
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

計
画
期
間

���������

議案審議６月定例会

年　次 2021 2024 2025 2029 2030

基本構想 ９年間 Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

目
標
年基本計画 前期計画期間（４年間） 後期計画期間（５年間）

総合戦略 第２次総合戦略 第３次総合戦略

見直し 効果検証

おおさき議会だより No160 �



議案審議６月定例会

議会のうごき

２
災
８
３
５
号
田
中
橋
橋
梁
災
害

復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締
結

①
契
約
目
的　

２
災
８
３
５
号
田

中
橋
橋
梁
災
害
復
旧
工
事

②
契
約
金
額
　

８
０
３
０
万
円

③
契
約
の
相
手
方
　

徳
澤
建
設
㈱

２
災
８
３
６
号
飯
隈
橋
橋
梁
災
害

復
旧
工
事
（
下
部
工
1

工
区
）
請

負
契
約
の
締
結

①
契
約
の
目
的
　

２
災
８
３
６
号

飯
隈
橋
橋
梁
災
害
復
旧
工
事
（
下

部
工
1
工
区
）

②
契
約
金
額
　

６
６
５
５
万
円

③
契
約
の
相
手
方
　

久
徳
建
設
㈱

２
災
８
３
６
号
飯
隈
橋
橋
梁
災
害

復
旧
工
事
（
下
部
工
２
工
区
）
請

負
契
約
の
締
結

①
契
約
の
目
的
　

２
災
８
３
６
号

飯
隈
橋
橋
梁
災
害
復
旧
工
事
（
下

部
工
２
工
区
）

②
契
約
金
額
　

６
７
７
６
万
円

③
契
約
の
相
手
方
　

山
下
建
設
㈱

町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

５
月
11
日
、
県
町
村
議
会

議
長
会
主
催
に
よ
る
議
員
研

修
会
が
、
鹿
児
島
市
民
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
外
交

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
手
嶋
龍
一

氏
に
よ
る
「
バ
イ
デ
ン
政
権

の
東
ア
ジ
ア
外
交
と
日
米
同

盟　

中
国
の
攻
勢
に
ど
う
応

じ
る
か
」
と
題
し
た
講
演
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ド
リ
ー
ム
理
事
長　

宇
津
木

妙
子
氏
に
よ
る
「
夢
の
実
現
・

努
力
は
裏
切
ら
な
い
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
山
第
二
水
源
地
調
整
槽
築
造
工

事
請
負
契
約
の
締
結

①
契
約
目
的
　

中
山
第
二
水
源
地

調
整
槽
築
造
工
事

②
契
約
金
額
　

１
億
９
３
９
万
５

千
円

③
契
約
の
相
手
方
　

㈱
ベ
ル
テ
ク

ノ小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入

契
約
の
締
結
（
持
留
分
団
に
配
備

予
定
）

①
契
約
目
的
　

小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
購
入

②
契
約
金
額
　

１
１
３
３
万
円

③
契
約
の
相
手
方
　

㈱
鹿
児
島
消

防
防
災

�������

購入予定と同型のポンプ付積載車

���������

���������� �

������������

������ ����� �

��������� ���

���������

�������� ����

������������

����� �������

������������

������ �������

�����������

訂
正
と
お
詫
び

　

前
号
（
１
５
９
号
）
の
条
例
関

係
の
記
事
の
中
で
、
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

誤
：

公
益
財
団
法
人　

大
崎
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

正
：

公
益
社
団
法
人　

大
崎
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

おおさき議会だよりNo160�
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承認第１号
専決処分の承認

（令和２年度大崎町一般会計補正予算（第９号））
予 算 承　　認

承認第２号
専決処分の承認

（大崎町町税条例の一部を改正する条例）
条 例 承　　認

承認第３号
専決処分の承認

（大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
条 例 承　　認

承認第４号
専決処分の承認

（固定資産評価審査委員会委員の選任）
人事案件 承　　認

承認第５号
専決処分の承認

（固定資産評価審査委員会委員の選任）
人事案件 承　　認

議案第 23 号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第２号） 予 算 原案可決

議案第 24 号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 予 算 原案可決

議案第 25 号
大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正す

る条例
条 例 原案可決

議案第 26 号
大崎町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例
条 例 原案可決

議案第 27 号 押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例 条 例 原案可決

議案第 28 号
大崎町と志布志市との間における曽於南部地区水利施設管

理強化事業の事務の受託
そ の 他 可　　決

議案第 29 号
大崎町と鹿屋市との間における曽於南部地区水利施設管理

強化事業の事務の受託
そ の 他 可　　決

議案第 30 号 第３次大崎町総合計画 そ の 他 原案可決

議案第 31 号 ２災８３５号田中橋橋梁災害復旧工事請負契約の締結 契約案件 可　　決

議案第 32 号
２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工１工区）請

負契約の締結
契約案件 可　　決

議案第 33 号
２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工２工区）請

負契約の締結
契約案件 可　　決

議案第 34 号 中山第二水源地調整槽築造工事請負契約の締結 契約案件 可　　決

議案第 35 号 小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結 契約案件 可　　決

同意第３号 教育委員会委員の任命 人事案件 同　　意

おおさき議会だより No160 �



　手続きは簡単です｡ 本会議の当日、傍聴人受付票に住所 ･ 氏名などを記入していただくだけです｡

　なお、本会議は本庁舎３階の本会議場において午前１０時から行われます。一般質問のある日程

のときは、事前に防災無線でもお知らせしています｡ どうぞお気軽にお越しください。次回の定例

会は６月です｡

一般質問とは

町長などの執行機関に対し、業

務の執行状況や将来の方針など

について議員個人として問いた

だすことです。

議会を傍聴してみませんか!!

４４
議
員
が
登
壇

議
員
が
登
壇

��������������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL 099 － 476 － 1111（内線　310・311）

稲留　光晴　 議員

����������������

��������������������������

����������������������������������������

��

中山　美幸　 議員

������������������������������

� ��

平田　慎一　 議員

��������������������������

����������������������������������

��������������������

� ��

児玉　孝德　 議員

������������������

��������������������

��
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鹿児島市のパンフレット

　

出
産
一
時
金
な
ど
、
本

町
で
も
出
産
祝
い
金
を
贈
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

前
向
き
に
検
討
す
る

　

町
長　

現
在
で
は
年
間

50
～
60
人
程
度
の
出
生
者
数

で
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
は
十
分
か

　

少
子
化
対
策
と
し
て
子

ど
も
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ

る
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
か
。

慎
重
に
検
討
し
た
い

　

町
長　

在
宅
育
児
の
現

金
給
付
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

７
月
豪
雨
災
害
早
期
復
旧
を

　

昨
年
の
７
月
豪
雨
で
被

害
の
大
き
か
っ
た
持
留
地
区

の
早
急
な
復
旧
と
今
後
の
対

策
は
ど
う
か
。

国
・
県
と
一
体
と
な
り
防
災
・

減
災
事
業
を
計
画
的
に
進
め
る

　

町
長　

川
底
の
土
砂
な

ど
を
除
去
す
る
工
事
や
堤
防

強
化
、
排
水
対
策
、
公
共
治

山
事
業
を
活
用
し
た
土
砂
災

害
対
策
な
ど
、
国
・
県
と
一

体
と
な
り
防
災
・
減
災
事
業

を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

復
旧
の
遅
れ
を
早
く
知
ら
せ

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か

　

水
路
の
復
旧
が
遅
れ
た

水
田
は
、
稲
作
が
で
き
な
い

こ
と
を
耕
作
者
へ
早
く
周
知

子
育
て
環
境
は
整
っ
て
い
る

　

町
長　

子
育
て
施
策
と

し
て
赤
ち
ゃ
ん
ギ
フ
ト
支
給

事
業
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
無

料
貸
出
、
子
ど
も
医
療
費
の

18
歳
ま
で
の
無
料
化
、
不
妊

治
療
費
の
助
成
、
学
校
給
食

費
の
助
成
、
中
学
校
入
学
時

に
３
万
円
の
助
成
、
リ
サ
イ

ク
ル
未
来
創
生
奨
学
金
な
ど
、

本
町
の
子
育
て
環
境
は
お
お

む
ね
整
っ
て
い
る
。

在
宅
育
児
に
現
金
給
付
は
出

来
な
い
か

　

生
ま
れ
て
か
ら
２
歳
ぐ

ら
い
ま
で
は
自
分
で
育
て
た

い
と
す
る
保
護
者
の
為
、
在

宅
育
児
に
現
金
給
付
が
で
き

な
い
か
。

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

水
利
組
合
に
説
明
し
て
い
た

　

耕
地
課
長　

災
害
件
数

が
50
数
件
あ
り
、
入
札
が
不

調
と
な
っ
た
為
、
水
利
組
合

に
は
説
明
し
て
い
た
。
現
在
、

次
の
入
札
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
導
入

し
て
は
ど
う
か

　

国
土
交
通
省
が
提
案
す

る
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
自

分
自
身
が
と
る
防
災
行
動
を

時
系
列
的
に
整
理
し
、
取
り

ま
と
め
る
計
画
表
で
あ
る
。

本
町
で
も
採
用
し
て
は
ど
う

か
。

総
合
防
災
マ
ッ
プ
に
取
り
入

れ
る

　

町
長　

災
害
の
リ
ス
ク

や
避
難
行
動
を
日
常
的
に
考

え
る
よ
い
機
会
に
な
る
の
で
、

今
年
度
作
成
の
総
合
防
災

マ
ッ
プ
に
取
り
入
れ
る
。
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被保険者の内容（均等割、平等割は２割軽減該当者）

年齢 世帯数 総所得額 引き上げ額（見込）

65歳
未満

2人 150万円 14,000円/年 1,800円/1期

会計年度任用職員数

人数
（前年より再任数）

令和２年４月１日 61（43）

令和３年４月１日 65（52）

今年度保険税調定額　２億 9216 万 5000 円
資産割医療分　　　　　　  3227 万 8000 円

現
行
４
方
式

税　率 現行（医療分）

所得割率 7.3%

資産割率 29.4％

均等割額 20.7％

平等割額 19.3％

３
方
式

シミュレーション（医療分）

8.6%

0％

20.7％

19.3％

　

令
和
５
年
度
か
ら
、
現

在
４
方
式
か
ら
資
産
割
を
な

く
し
て
３
方
式
に
な
る
と
し

て
い
る
が
、
資
産
割
額
の
実

績
額
は
い
く
ら
か
。

３
２
２
７
万
８
０
０
０
円

　

町
長　

現
年
度
調
定
額

に
対
し
資
産
割
医
療
分
は
３

２
２
７
万
８
０
０
０
円
で
あ

る
。

３
方
式
で
の
試
算
は

　

現
行
の
国
保
税
か
ら
資

産
割
を
な
く
し
た
場
合
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
な

る
か
。

１
期
当
た
り
１
８
０
０
円
の

負
担
増
と
な
る

　

町
長　

資
産
割
な
し
で

所
得
割
医
療
分
を
計
算
す
る

と
現
行
税
率
７
．
３
％
か
ら

８
．
６
％
に
引
き
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
行
よ
り
年
間
１
万
４
０

０
０
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
、

１
期
当
た
り
１
８
０
０
円
の

負
担
増
と
な
る
。

不
足
が
出
な
い
か

　

資
産
割
を
な
く
し
た
場

合
、
そ
の
減
収
分
が
所
得
割

に
振
り
分
け
ら
れ
る
。
農
家

な
ど
毎
年
所
得
が
変
動
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
、
納
税
不

足
に
な
ら
な
い
か
。

資
産
割
分
が
所
得
割
に
移
行

　

税
務
課
長　

固
定
資
産

を
持
っ
て
い
れ
ば
固
定
資
産

税
を
払
い
、
国
保
で
も
資
産

割
分
を
払
っ
て
い
た
が
、
令

和
５
年
度
か
ら
は
、
資
産
割

の
分
が
所
得
割
分
に
移
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

負
担
に
つ
い
て
は
ど
う
か

　

国
保
税
は
応
能
負
担
原

則
と
考
え
る
が
、
住
民
の
負

担
を
増
や
さ
な
い
方
針
で

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

積
算
基
礎
に
基
づ
き
進
め
る

　

町
長　

実
際
的
な
指
数

以
上
に
課
税
し
て
い
く
こ
と

は
な
い
。
具
体
的
な
積
算
基

礎
に
基
づ
き
計
算
し
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
数
は

　

令
和
３
年
度
会
計
年
度

任
用
職
員
数
と
、
昨
年
か
ら

の
再
任
用
数
は
何
人
か
。

　

総
務
課
長

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������

※ 

他
質
問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
に
つ
い
て
）
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昨
年
の
豪
雨
災
害
か
ら

１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

特
に
水
利
施
設
が
被
害
に

遭
い
作
付
け
で
き
な
い
水
田

が
多
数
あ
り
、
な
か
に
は
自

家
用
米
確
保
の
た
め
の
水
田

も
あ
る
。
被
害
箇
所
が
多
く

復
旧
作
業
に
あ
た
る
業
者
や

国
・
県
の
査
定
な
ど
に
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
事
も
理
解

で
き
る
が
、
耕
作
者
の
為
に

は
明
確
な
復
旧
時
期
を
示
す

必
要
が
あ
る
。

被
災
者
に
対
す
る
支
援
は

で
き
な
い
か

　

仮
宿
、
持
留
な
ど
の
耕

作
で
き
な
か
っ
た
住
民
、
特

に
小
規
模
で
自
家
消
費
米
耕

作
者
に
対
す
る
支
援
は
で
き

な
い
か
。

担
当
課
を
交
え
協
議
す
る

　

町
長　

昨
年
の
転
作
飼

料
用
稲
な
ど
は
助
成
で
き
て

12

月
ま
で
に
は
復
旧
で
き
る

　

町
長　

12
月
末
が
最
終

的
な
工
期
で
あ
る
。
早
い
場

所
で
は
７
月
か
ら
９
月
ま
で

に
は
復
旧
で
き
る
予
定
で
あ

る
。

い
る
。
自
家
消
費
米
を
、
耕

作
で
き
ず
購
入
す
る
事
ま
で

考
え
が
及
ば
な
か
っ
た
。

　

今
年
は
全
く
作
付
け
で
き

て
い
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
べ
き
か
前
向
き
に

担
当
課
と
協
議
す
る
。

三
文
字
地
区
浸
水
対
策
の

現
状
を
示
せ

　

三
文
字
地
区
水
路
の
改

修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
評
価
す
る
。
私
の
現

地
調
査
の
結
果
、
現
工
事
で

も
側
溝
の
水
位
が
50
㎝
上
昇

す
る
と
逆
流
し
住
宅
地
の
雨

水
は
流
れ
ず
滞
留
す
る
。
こ

の
状
態
を
ど
の
よ
う
に
改
善

す
る
の
か
。

現
地
調
査
を
行
い

断
面
を
大
き
く
す
る

　

耕
地
課
長　

現
地
調
査

を
行
っ
た
結
果
地
質
が
軟
弱

な
た
め
木
柵
で
施
工
を
進
め

排
水
路
の
幅
を
1.3
ｍ
深
さ
90

㎝
に
拡
幅
し
浸
水
を
遅
ら
せ

る
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

ポ
ン
プ
排
水
、
導
水
路
、

分
水
路
の
考
え
は
な
い
か

　

現
状
で
は
同
様
な
被
害

が
今
後
も
起
こ
る
。
河
川
国

道
事
務
所
の
ポ
ン
プ
車
の
活

用
、
横
瀬
橋
下
流
付
近
ま
で

の
導
水
路
や
分
水
路
を
設
け

る
こ
と
が
解
決
策
で
は
な
い

か
。

広
く
地
権
者
の
意
見
を
聞
き

対
策
を
講
じ
る

　

町
長　

国
道
も
豪
雨
の

た
び
に
冠
水
し
慢
性
的
に
浸

水
被
害
す
る
状
況
で
あ
る
。

西
三
文
字
一
帯
が
床
上
床
下

浸
水
被
害
な
ど
に
遭
わ
な
い

よ
う
な
政
策
を
国
・
県
と
も

協
議
し
、
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靭
化
な
ど
の
予
算
も
含

め
対
策
を
講
じ
る
。

��������

持留地区の破損した配水管
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箱罠（餌付け）捕獲状況

大崎町春季畜産品評会

　

野
方
地
域
の
耕
作
放
棄

地
を
初
め
、
国
道
４
４
８
号

沿
い
の
菱
田
・
益
丸
・
大
丸

に
か
け
て
も
被
害
が
出
て
い

る
。
く
に
の
松
原
国
定
公
園

内
を
含
む
松
林
周
辺
が
イ
ノ

シ
シ
の
住
み
か
に
な
っ
て
い

る
状
況
で
、
近
隣
住
民
の

方
々
や
プ
ー
ル
・
キ
ャ
ン
プ

場
利
用
者
に
も
人
的
被
害
が

出
る
可
能
性
が
あ
り
早
急
に

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

被
害
対
策
を
講
じ
る

　

町
長　

人
的
被
害
が
発

生
す
る
状
況
は
認
識
し
て
い

る
。
住
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
守
る
の
は
行
政
の

責
務
で
、
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
対
策
を
講
じ
る
。

 

リ
サ
イ
ク
ル
未
来
創
生
奨
学

金
制
度
の
検
証
と
改
善
を

　

連
携
金
融
機
関
の
審
査

が
通
ら
ず
に
利
用
で
き
な

か
っ
た
方
々
が
い
る
。
本
事

業
は
融
資
の
可
否
に
格
差
が

出
て
い
る
。
本
事
業
を
必
要

と
す
る
町
民
の
こ
と
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

金
融
機
関
に
確
認
す
る

　

町
長　

申
請
が
あ
っ
て
、

融
資
を
決
定
す
る
の
は
金
融

機
関
だ
が
、
現
状
確
認
す
る
。

変
異
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
若
い

世
代
へ
の
感
染
対
策
は

　

幼
児
教
育
を
含
む
学
校

教
育
関
係
、
教
職
員
等
へ
の

農
地
集
積
・
集
約
の
現
況
は

　

地
域
の
農
地
を
誰
が
担

い
集
積
・
集
約
化
す
る
の
か
、

情
報
提
供
や
判
断
基
準
が
あ

い
ま
い
で
公
平
性
が
担
保
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

中
心
経
営
体
を
選
定
す
る

　

町
長　

地
区
ご
と
に
、

分
散
化
し
た
農
地
の
集
積
・

集
約
を
進
め
る
た
め
中
心
経

営
体
を
選
定
す
る
。

耕
作
放
棄
地
の
課
題
は

　

本
町
で
悪
質
な
耕
作
放

棄
地
の
案
件
が
長
年
放
置
し

て
あ
り
、
農
業
委
員
会
総
会

に
て
、
昨
年
中
に
対
処
す
る

と
な
っ
た
が
、
全
く
何
も
な

さ
れ
て
な
い
、
指
導
、
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

法
に
則
っ
て
対
応
す
る

　

農
委
事
務
局
長　

罰
則

規
定
は
後
の
対
応
に
な
る
が
、

対
処
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

早
期
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必
要

性
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

早
め
の
接
種
体
制
を
と
る

　

町
長　

保
育
士
、
教
職

員
等
は
、
感
染
リ
ス
ク
・
優

先
度
は
高
い
の
で
、
早
め
の

接
種
体
制
を
と
る
。

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は

　

町
民
一
体
と
な
っ
た
取

組
が
必
要
で
は
な
い
か
。

宣
伝
の
工
夫
を
し
て
い
く

　

町
長　

本
町
か
ら
肥
育

農
家
の
素
牛
と
し
て
３
頭
選

抜
さ
れ
た
。
黒
牛
の
宣
伝
工

夫
を
し
て
い
く
。
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リサイクル未来奨学金利用者数

説明会
参加数

利用数

平成30年 23世帯 1名

令和元年 20世帯 13名

令和2年 16世帯 13名

総　計 59世帯 27名
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町
民
の
広
場
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私
は
長
年
に
わ
た
り
空

手
を
教
え
て
い
ま
す
が
、

練
習
で
は
い
つ
も
、
礼
儀

作
法
や
文
武
両
道
な
ど
と

い
っ
た
「
和
の
心
」
を
常

に
意
識
し
な
が
ら
練
習
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
去
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、
い
つ
も
通
り
の
練
習

と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
の
ほ
と
ん
ど

が
中
止
と
な
り
、
卒
団
す

る
子
ど
も
た
ち
に
良
い
結

果
と
い
う
お
み
や
げ
を
持

た
す
こ
と
が
出
来
ず
と
て

も
苦
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

去
年
の
子
ど
も
た
ち
の

そ
う
い
う
思
い
を
知
っ
て

い
る
か
ら
、
少
し
で
も
子

ど
も
た
ち
の
技
術
向
上
を

目
指
し
今
日
ま
で
熱
心
に

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
、
一
人
ひ

と
り
に
向
き
合
い
、
と
き

に
は
厳
し
く
ま
た
我
が
子

の
よ
う
に
や
さ
し
く
指
導

し
て
い
ま
す
が
、
反
対
に

は
子
ど
も
た
ち
か
ら
色
々

な
こ
と
を
教
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
り

ま
す
が
、
大
会
に
向
け
て

頑
張
っ
て
お
り
、
少
し
で

も
う
ま
く
な
り
た
い
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

幼
児
か
ら
一
般
ま
で
た

く
さ
ん
の
団
員
が
所
属
し

て
お
り
、
み
ん
な
と
て
も

頑
張
っ
て
良
い
結
果
が
だ

せ
る
よ
う
奮
闘
し
て
い
ま

す
。

　

多
く
の
良
い
成
績
を
残

し
て
、
少
し
で
も
良
い
思

い
出
と
な
り
大
人
に
な
っ

た
と
き
、
み
ん
な
で
笑
い

あ
い
な
が
ら
「
楽
し
か
っ

た
ね
。
」
と
、
言
え
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

　

練
習
は
、
月
曜
日
に
持

留
小
学
校
の
体
育
館
で
、

水
・
金
曜
日
は
町
の
総
合

体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

練
習
時
間
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

練習後、総合体育館にて

�����

�����

�����

ご
意
見
ご
感
想
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
か
ら
新
し
い
委
員
で
編

集
を
行
い
ま
す
。

�
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�
�
�
�
�
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委
員
長　

平
田　

慎
一

　

副
委
員
長　

上
原　

正
一

　

委　

員　

小
野　

光
夫

　

委　

員　

宮
本　

昭
一

　

委　

員　

諸
木　

悦
朗

　

委　

員　

富
重　

幸
博

発
行
責
任
者

　

大
崎
町
議
会
議
長

神
﨑　

文
男
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